
引
揚
記
念
館
に
昨
年

に
引
き
続
き
、
千
葉
県

木
更
津
市
の
木
更
津
総

合
高
校
の
二
年
生
六
百

人
が
修
学
旅
行
の
一
環

と
し
て
二
月
十
日
、
十

二
日
二
班
に
分
け
て
平

和
学
習
の
勉
強
に
来
舞

さ
れ
ま
し
た
。
語
り
の

会
メ
ン
バ
ー
延
三
十
人

が
戦
争
の
背
景
、
抑
留

生
活
、
戦
争
の
残
酷
さ
、

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

等
を
説
明
し
た
。

会
員
の
中
に
は
抑
留
経

験
者
の
方
も
お
ら
れ
、

生
徒
は
熱
心
に
聞
い
て

い
た
。
学
校
に
於
け
る

事
前
学
習
が
よ
く
で
き

て
い
て
中
に
は
祖
父
か

ら
聞
い
て
い
た
と
の
反

応
が
あ
っ
た
。

公
表
さ
れ
た
内
、

日
中
間
で
評
価
の

割
れ
る
こ
と
の
多

い
出
来
事
の
な
か

で
日
中
戦
争
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
盧

溝
橋
事
件
と
日
本

の
傀
儡
国
家
だ
っ

た
満
州
国
、
南
京

大
虐
殺
及
び
日
中

双
方
が
評
価
す
る

近
代
交
流
に
つ
い

て
の
内
容
紹
介

（
報
告
書
は
外
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
出
来
る
）

盧
溝
橋
事
件

一
九
七
三
年
七
月
七
日

夜
、
北
京
郊
外
の
盧
溝

橋
付
近
で
演
習
中
の
日

本
軍
に
何
者
か
が
発
砲
、

日
本
軍
は
中
国
軍
の
仕

業
と
し
て
中
国
軍
を
攻

撃
し
た
。
事
件
直
後
は

停
戦
を
探
る
動
き
も
あ
っ

た
が
戦
闘
地
域
は
拡
大

し
日
中
の
全
面
戦
争
に

発
展
し
た
。
発
砲
し
た

の

は

何

者

で

あ

っ

た

か

は

不

明

で
あ
る
。

《
日
本
》

偶

発

的

発

砲
だ
っ
た

日

本

側

は

『

最

初

の

発

砲

は

偶

発

的

で

、

現

地

で

は

局

地

的

解

決

の

努

力

が

な

さ

れ

た

』

と

指

摘
す
る
。

し

か

し

中

国

と

の

戦

争

が

長

期

化

す

る

と

対

ソ

連

で

不

利

に

な

る
と
し
て
、

局
地
的
解
決
を
訴
え
た
、

い
わ
ゆ
る
不
拡
大
派
に

対
し
こ
の
機
に
国
民
政

府
軍
に
打
撃
を
与
え
、

一
挙
に
日
中
問
題
を
解

決
す
べ
き
だ
と
す
る
拡

大
派
が
陸
軍
内
で
優
勢

と
な
り
、
現
地
軍
の
行

動
を
抑
制
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
事
件
の
拡

大
の
要
因
は
政
府
や
世

論
に
も
あ
っ
た
と
説
明
。

近
衛
内
閣
に
も
行
き
詰

ま
っ
た
中
国
政
策
の
打

開
の
好
機
と
捉
え
、
増

派
を
容
認
し
現
地
解
決

の
努
力
を
押
し
流
し
た
、

と
し
た
。

《
中
国
》

必
然
性
帯
び
て
い
た

事
件
が
起
き
た
原
因
に

つ
い
て
は
『
偶
発
的
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
』

と
し
つ
つ
も
『
歴
史
の

流
れ
と
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
事
件
は
必
然

性
を
帯
び
て
い
た
』
と

そ
の
直
後
に
中
国
と
の

全
面
戦
争
に
突
き
進
ん

だ
日
本
軍
の
侵
略
の
意

図
を
強
調
し
た
。
そ
し

て
『
日
本
国
内
の
不
拡

大
派
の
声
は
完
全
に
か

き
消
さ
れ
た
』
と
事
件

後
の
日
本
の
世
論
の
傾

斜
を
分
析
。
『
日
本
軍

は
素
早
く
北
平
（
北
京
）
、

天
津
を
占
領
、
華
北
各

地
に
戦
火
を
拡
大
さ
せ

た
。
と
展
開
の
速
さ
を

指
摘
し
、
危
機
感
を
抱

い
た
国
民
党
、
共
産
党

の
「
国
共
合
作
」
に
つ

な
が
っ
た
と
し
た
。
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南
京
大
虐
殺

一
九
七
三
年
十
二
月
、

日
本
軍
は
国
民
政
府
の

首
都
南
京
を
占
領
、
そ

の
後
、
多
数
の
中
国
人

非
戦
闘
員
や
捕
虜
を
害

し
、
国
際
的
に
大
き
な

非
難
を
受
け
た
。
犠
牲

者
数
を
め
ぐ
っ
て
は
中

国
政
府
が
約
三
十
万
人

と
主
張
し
て
い
る
が
日

本
政
府
は
「
政
府
と
し

て
の
認
識
は
困
難
」
と

の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

《
日
本
》

虐
殺
や
略
奪
を
認
定

日
本
側
は
『
日
本
軍
に

よ
る
捕
虜
、
敗
残
兵
、

便
衣
兵
、
及
び
一
部
の

市
民
に
対
し
て
集
団
的
、

個
別
的
な
略
奪
事
件
が

発
生
し
、
強
姦
、
略
奪

や
放
火
も
頻
発
し
た
』

と
認
定
。

犠
牲
者
数
は
二
十
万
人

を
上
限
に
四
万
人
、
二

万
人
な
ど
の
推
計
が
あ

る
と
結
介
。
虐
殺
の
定

義
、
対
象
と
す
る
地
域

や
期
間
、
資
料
に
対
す

る
検
証
の
違
い
が
あ
る

と
説
明
し
た
。
虐
殺
が

起
き
た
原
因
は
、
日
本

側
に
捕
虜
の
取
り
扱
い

や
占
領
後
の
住
民
保
護

の
計
画
が
欠
け
て
い
た

点
、
憲
兵
の
不
足
な
ど

を
指
摘
で
、
『
犠
牲
が

拡
大
し
た
副
次
的
要
因
』

と
し
て
中
国
軍
の
南
京

防
衛
作
戦
の
誤
り
や
民

衆
保
護
対
策
の
欠
如
を

挙
げ
た
。

《
中
国
》

被
害
者
最
大
三
十
万
人

超被
害
者
数
に
つ
い
て
は
、

東

京

裁

判

判

決

後

の

『
二
十
万
人
以
上
』
と

南
京
戦
犯
裁
判
の
『
三

十
万
人
以
上
』
を
挙
げ

た
。
南
京
攻
略
戦
に
参

加
し
た
師
団
長
の
日
記

な
ど
を
引
用
し
て
数
千

〜
数
万
人
単
位
の
虐
殺

が
各
地
で
行
わ
れ
と
列

記
。
『
重
大
な
国
際
法

違
反
だ
』
と
批
判
し
た
。

従
軍
慰
安
婦
の
問
題
に

も
触
れ
『
南
京
占
領
後

直
ぐ
に
慰
安
所
を
開
設
、

多
く
の
中
国
人
女
性
を

強
制
的
に
性
奴
隷
と
し

た
』
と
言
及
。
一
方
大

量
虐
殺
の
背
景
と
し
て
、

後
方
支
援
が
不
十
分
だ
っ

た
日
本
軍
が
大
量
の
捕

虜
を
抱
え
る
事
に
不
安

を
持
っ
た
こ
と
や
、
中

国
軍
兵
士
が
軍
服
を
脱

ぎ
捨
て
市
民
の
居
住
区

に
逃
げ
込
ん
だ
事
に
も

触
れ
て
い
る
。

満
州
国
と
近
代
交
流
に

つ
い
て
は
次
報
に
て
紹

介
の
予
定

今
年
も
一
月
三
十

日
舞
鶴
私
立
大
浦

小
学
校
に
て
引
揚

の
史
実
の
学
習
発

表
会
あ
っ
た
。

大
浦
小
学
校
の
校

区
に
は
大
浦
海
岸
、

舞
鶴
引
揚
記
念
館

や
引
揚
桟
橋
（
復

元
）
が
あ
り
身
近

な
歴
史
教
材
と
な
っ

て
い
る
。

当
校
で
は
平
成
六

年
か
ら
毎
年
、
六

年
生
（
二
十
人
）

に
総
合
的
な
学
習

の
一
環
と
し
て
引

揚
の
史
実
の
学
習

発
表
会
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
回
も
中

田
理
事
長

と
谷
口
久

乃
さ
ん
、

安
田
重
治

さ
ん
ら
が

参
加
し
て

シ
ベ
リ
ア

抑
留
体
験
、

引
揚
者
の

悲
惨
な
体

験
や
、
子

供
の
頃
み

ん
な
で
大

浦
海
岸
に

迎
え
に
行
っ

た
と
き
の

様
子
な
ど

詳
し
く
説
明
し
た
。
子

供
た
ち
は
聞
い
た
話
を

ノ
ー
ト
に
書
き
込
み
原

稿
用
紙1

枚
に
ま
と
め

そ
れ
を
暗
記
し
発
表
し

た
。
そ
し
て
『
二
度
と

こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
。
子
供

語
り
部
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
語
り
つ
い
で
行
き

た
い
』
と
誓
い
あ
っ
た
。

第
二
十
二
年
度
総
会
準

備
委
員
会
発
足
、
委
員

は
古
橋
ふ
み
子
・
谷
口

栄
一
・
濱
朗
夫
・

吉
田
か
ず
子
・
森

下
昭
夫
・
谷
口
久

乃
の
皆
さ
ん
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12月・1月の活動実績
稼動日数 28日
ガイド数 1,482人
予約数 4件
予約人数 109人
稼動会員数 17人
募金箱 35,353円
ご苦労様でした。

大浦小学校、引揚史実の学習発表

理
事
会
報
告

連
載
は
紙
面
の
都
合

で
次
報
掲
載
予
定

会
報
の
原
稿
を
お
送

り
下
さ
い
。
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。


